
2024 年 02 月 25 日 
午前 10 時 30 分 

 

復活前第 5 主日/受難節第 2 主日        No. 8 
 

主日礼拝   

 

前奏  ｢宗教的前奏曲｣  （Th.デュボア） 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「主よ、わたしの力よ、わたしはあなたを慕う。 

主はわたしの岩、砦、逃れ場 

わたしの神、大岩、避けどころ 

わたしの盾、救いの角、砦の塔。」 （詩編 18:2､3） 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

受難節のリタニー 

《受難節第 2 主日》 

司式者：私たちは、弟子たちと同じように無関心で、 

責任を捨てたことがあります。これからは 

もっと責任感を強めてください。 

会 衆：主よ、私たちをあわれみ導いてください。 

司式者：弟子たちが「目を覚ましていなさい」との 

イエスさまの言葉にもかかわらず、居眠りを 

していたことを思いつつ、このろうそくを 

消します。            （消火） 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

聖書 ヨハネによる福音書 9:1～12 
新約(新共同訳) P184 

 

1 さて、イエスは通りすがりに、生まれつき目の

見えない人を見かけられた。2 弟子たちがイエス

に尋ねた。「ラビ、この人が生まれつき目が見え

ないのは、だれが罪を犯したからですか。本人で

すか。それとも、両親ですか。」3イエスはお答え

になった。「本人が罪を犯したからでも、両親が

罪を犯したからでもない。神の業がこの人に現れ

るためである。4 わたしたちは、わたしをお遣わ

しになった方の業を、まだ日のあるうちに行わね

ばならない。だれも働くことのできない夜が来る。

5わたしは、世にいる間、世の光である。」 6こ

う言ってから、イエスは地面に唾をし、唾で土を

こねてその人の目にお塗りになった。7 そして、

「シロアム――『遣わされた者』という意味――

の池に行って洗いなさい」と言われた。そこで、

彼は行って洗い、目が見えるようになって、帰っ

て来た。8 近所の人々や、彼が物乞いをしていた

のを前に見ていた人々が、「これは、座って物乞

いをしていた人ではないか」と言った。9「その人

だ」と言う者もいれば、「いや違う。似ているだ

けだ」と言う者もいた。本人は、「わたしがそう

なのです」と言った。10そこで人々が、「では、

お前の目はどのようにして開いたのか」と言うと、

11彼は答えた。「イエスという方が、土をこねて

わたしの目に塗り、『シロアムに行って洗いなさ

い』と言われました。そこで、行って洗ったら、

見えるようになったのです。」12人々が「その人

はどこにいるのか」と言うと、彼は「知りません」

と言った。 

 



賛美 521「とらえたまえ、われらを」 

 

 
 

説教  「神の生きざまが現される」 
 

賛美 509「光の子になるため」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

 

後奏 ｢神の光よ、我らの心を照らしたまえ｣ 

            （H.ウィラン） 

 

司 式：要田 悟史 

説 教：向井 希夫牧師 

奏 楽：大代 恵 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 
 


